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油
断
大
敵

油
断
大
敵

代
表
取
締
役
社
長　

大
井
建
史

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
中
は
ご
愛
顧
い
た
だ
き
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

矢
島
の
里
の
元
旦
は
弱
い
雨
の
降
る
穏

や
か
な
気
候
で
、
例
年
社
員
の
ほ
と
ん
ど

居
な
い
三
箇
日
の
雪
寄
せ
は
、
私
の
出
番

で
往
生
す
る
の
で
す
が
、
今
年
は
楽
に
す

み
ま
し
た
。

　

百
四
十
回
目
の
酒
造
り
も
中
盤
に
入
り
、

一
月
か
ら
は
大
吟
醸
等
重
要
な
仕
込
が
続

き
ま
す
。
二
年
目
に
な
っ
た
一
関
杜
氏
を

は
じ
め
蔵
人
達
も
今
期
の
酒
造
り
の
正
念

場
に
、
酒
蔵
に
は
よ
り
一
層
緊
張
感
が
漂
っ

て
い
ま
す
。

　

天
寿
の
酒
造
り
へ
の
こ
だ
わ
り
は
「
地

元
で
出
来
る
最
高
の
酒
を
造
る
」
事
。
何

を
持
っ
て
最
高
と
す
る
か
は
、

○
地
元
で
出
来
る
最
高
の
米
を
育
て
使
用

す
る
。

○
地
元
の
母
な
る
鳥
海
山
の
水
を
使
用
す

る
。

○
昔
か
ら
良
い
と
言
わ
れ
て
来
た
製
法
を

検
証
し
、
そ
の
良
さ
を
と
こ
と
ん
追
求
す

る
。

○
今
自
分
達
が
出
来
る
最
高
の
品
質
・
品

位
を
生
み
出
す
と
言
う
事
に
な
り
ま
す
。

い
く
ら
理
想
を
述
べ
て
も
、
そ
の
実
現
に

緩
み
や
油
断
が
あ
る
と
あ
っ
と
言
う
間
に

崩
れ
て
い
く
の
が
酒
造
り
で
す
。

　

昨
年
の
高
温
障
害
の
米
と
比
べ
酒
米
の

質
は
グ
ッ
と
良
く
な
り
ま
し
た
。
昨
年
あ

れ
程
溶
け
な
か
っ
た
米
が
何
の
苦
労
も
無

く
溶
け
て
行
き
ま
す
が
、
当
然
そ
の
事
で

酒
の
味
は
濃
く
な
り
や
す
く
、
甘
く
な
り

や
す
く…

全
て
が
変
化
の
要
因
と
な
り
ま

す
。
全
体
と
し
て
酒
造
好
適
米
が
足
り
な

い
の
で
、
純
米
大
吟
醸
鳥
海
山
で
も
、
ど

ち
ら
も
契
約
栽
培
で
は
あ
り
ま
す
が
美
山

錦
と
酒
こ
ま
ち
の
両
方
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
も
味
の
変
化
の
要
因
に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
ブ
レ
な
い
事
。
１

パ
ー
セ
ン
ト
も
ず
れ
な
い
事
。
理
想
を
求

め
緩
ま
な
い
事
こ
そ
が
大
事
と
な
る
の
で

す
。

　

例
え
ば
「
原
料
米
」
で
話
を
す
れ
ば
、

同
じ
産
地
の
米
→
同
じ
エ
リ
ア
の
米
→
同

じ
人
の
米
→
同
じ
田
ん
ぼ
の
米
、
同
じ
品

種
が
理
想
と
な
る
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り

均
一
な
質
の
精
米
が
で
き
、
ブ
レ
の
少
な

い
均
一
の
吸
水
と
な
り
、
整
っ
た
蒸
米
と

な
り
ま
す
。
こ
の
安
定
し
た
原
料
処
理
が

出
来
る
事
で
、
新
し
い
試
み
の
効
果
が
初

め
て
確
認
出
来
る
様
に
な
り
ま
す
。

ブ
レ
な
い
酒
造
り
の
中
で
如
何
に
挑
戦
す

る
か
？
気
力
を
如
何
に
維
持
す
る
か
？

勝
負
の
時
を
迎
え
ま
す
。

　

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

2014 年１月 6日新年会にて

酒蔵開放平成26年

2月 8日 (土 )

●場所　天寿酒造株式会社
●時間　10：00 ～ 16：00
●参加無料 ※受付最終 15：00

朝しぼりの超限定酒販売

蔵開放の当日朝に搾りながらビン詰めする超フレッシュな
純米吟醸酒を１本 1,500 円にて販売します。 売り切れ御
免！ジューシーな新酒を是非お買い求め下さい。

酒蔵見学
ご案内時間ごとに随時見学可能！新酒が薫る酒蔵

を、 酒造りをしている蔵人が工程を巡りながら詳し

くご案内。 ご質問OK ！素朴な説明ながら蔵人の

苦労話などの会話もお楽しみ下さい。

蔵元訪問者限定酒販売

酒蔵開放当日のみの 「しぼりたてに

ごり純米生酒 500ml１本 1,000 円」 と

「甘酒 720ml１本 1,000 円」 を販売致

します。 売り切れ御免！

天寿名物 ! アイガモ鍋

毎年大好評の天寿のカモ鍋！蔵開放に

来たら是非食べていただきたい一品♪

寒い冬に、 身体が芯からあったまるアツ

アツのカモ鍋と日本酒は最高です。

( 先着 500 杯／１杯 200 円）

酒造り体験

先着 10 名様限定　　
14 ： 30 ～
酒造りを見ているだけじゃ
物足りない方にオススメ。
※要事前予約

お得な宿泊プラン
別紙宿泊プランのご案内又はホー

ムページよりお申込みください。

◎お申込み・お問い合わせは天寿酒造まで TEL 0184-55-3165　FAX 0184-55-3167

酒蔵開放のボランティア
スタッフ募集

(〆切日 平成 26 年 1 月 25 日 )

おしるこコーナー

11:00、 13:00、 14:30 に、

もちつき大会を開催。 どなた

でも参加できます。 チビッ子

にも大人気！つきたてのおも

　　　　ちはおしるこでどうぞ！

　　　　　　(おしるこ１杯100円)

郷土芸能｢猿倉人形｣上演
第一部　11 ： 00 ～ 12 ： 00

第二部　13 ： 30 ～ 14 ： 30

毎年満員の人気公演。 今年も｢猿
倉人形」芝居を 2回上演致します。

( 無料 ) 本マグロの解体ショー

昨年大好評だった本マグロの解
体ショーが今年もやってくる！
切り身の即売もあるよ～ !!
早い者勝ちです、 お見逃しなく !!

12 ： 00 スタート

蔵内出店
天寿のおしるこ・甘酒・酒粕・麹・
グッズなどの販売、｢ももや｣の百
宅そばや、 母の味｢旬｣の手作り
お惣菜と｢こまち｣の美味しいとん
ぶり入り塩辛の販売、 「雄和トー
ルケーゼ｣のチーズや女性に嬉し
いケーキなどもあり。 どうぞお楽
しみください！

無料列車運行
冬道の不安もなく、 お酒がゆっくり楽し

めます。 是非ご利用ください。

【鳥海山麓｢おばこ号｣】
( 下記列車に限りフリー乗車できます｡)

本荘発

10 ： 47

矢島発

14 ： 50

15 ： 50

9 ： 46

・ 9:46 発はイベントの為の臨時列車です。

・ どちらの列車も２両編成になります。

土土土土土土土土土 ))))))))))))))))))))))))))))))))))))))))))))))))



 ・
開
催
日
／
平
成
26
年
２
月
27
日(

木)

・
場
所
／
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ 

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｓ

１
Ｆ(

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
品
川)

　
　
　
　

東
京
都
港
区
高
輪
３-

13-

３　
　
　

　

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

５
４
４
９-

７
３
０
０

※

業
界
関
係
者
対
象
試
飲
商
談
会
の
た
め
、
一
般

の
方
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

　

銘
醸
地
秋
田
県
の
酒
蔵
26
社
が
各
蔵

の
自
慢
の
逸
品
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
酒
米

「
秋
田
酒
こ
ま
ち
」
で
仕
込
ん
だ
新
酒

を
準
備
し
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
時
間
／
13
時
00
分
～
16
時

・
参
加
無
料

・
秋
田
県
の
特
産
品
販
売
も
同
時
開
催
い

た
し
ま
す
。

　

銘
柄
ご
と
の
ブ
ー
ス
に
て
、
各
蔵
自
慢

の
お
酒
を
ご
準
備
。
酒
質
や
タ
イ
プ
が
一

目
瞭
然
の
出
品
酒
リ
ス
ト
の
配
布
も
あ

り
。
毎
年
恒
例
、
伝
統
『
山
内
杜
氏

(

さ

ん
な
い
と
う
じ

)

に
よ
る
酒
屋
唄
の
ご
披

露
や
秋
田
の
特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
な

ど
、
盛
り
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
を
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

・
時
間
／
18
時
30
分
～
20
時
30
分

・
会
費
／
６
千
円(

着
席)

※

チ
ケ
ッ
ト
は
、
イ
ー
プ
ラ
ス
で
発
売
中

h
t
t
p
:
/
/
e
p
l
u
s
.
j
p

・
定
員
／
５
０
０
名

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　

今
月
は
『
初
春
会
席
』
を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
酒
楽
之
会
の
蔵
元
・
天
寿

(

秋

田)

、
笹
の
川(

福
島)

が
、
皆
様
を
お

迎
え
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
日
し
か
味
わ
え
な
い
蔵
元
自
慢
の

日
本
酒
と
美
味
し
い
旬
の
料
理
が
お
楽
し

み
頂
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
！

※

完
全
予
約
制
で
す
。
ご
予
約
は
お
早
め
に

ど
う
ぞ
！

●
日
時
／
１
月
23
日(

木)

　

18
時
30
分
～(

受
付
開
始
18
時
～)

●
料
金
／
１
万
円

（
料
金
に
は
お
料
理
と
日
本
酒
の
飲
み
放

題
・
サ
ー
ビ
ス
料
・
消
費
税
が
含
ま
れ
て

お
り
ま
す
） 

●
場
所
／
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

　
　
　
　

和
食 

清
水
〔
１
Ｆ
〕 　

※

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
予
約
は
和
食
「
清
水
」

　

へ
直
接
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

３
４
３
２-

１
１
４
３

(

清
水
直
通
）

http://www.princehotels.co.jp/toky

o/restaurant/shimizu/index.htmlml

　

交
渉
の
結
果

(

須
貝
酒
造
場
と
兼
務

の
指
導
か
？)

八
月
よ
り
は
有
利
な
条

件
で
契
約
成
立
し
た
よ
う
で
あ
る
。
住

込
み
で
食
・
住
は
雇
い
主
も
ち
だ
か
ら
、

当
時
と
し
て
は
か
な
り
の
高
給
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
《
参
考
ま
で
に
明
治
三
十

年
頃
の
物
価
を
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る

と
、
「
当
時
の
一
円
は
？
」
の
問
い
に
ベ

ス
ト
ア
ン
サ
ー
と
し
て
、
『
石
川
啄
木
が

『
石
川
啄
木
が

明
治
三
十
七
年
に
岩
手
県
の
小
学
校
の

明
治
三
十
七
年
に
岩
手
県
の
小
学
校
の

先
生
だ
っ
た
時
の
月
給
は
八
円
だ
っ
た

先
生
だ
っ
た
時
の
月
給
は
八
円
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
八
円
で
部
屋
代
払
っ
て
炭

そ
う
で
す
。
八
円
で
部
屋
代
払
っ
て
炭

代
払
っ
て
一
家
五
人
が
何
と
か
暮
ら
せ

代
払
っ
て
一
家
五
人
が
何
と
か
暮
ら
せ

た
の
で
す
か
ら
生
活
費
の
安
い
地
方
で

た
の
で
す
か
ら
生
活
費
の
安
い
地
方
で

は
今
の
二
万
円
近
い
値
打
ち
が
あ
っ
た

は
今
の
二
万
円
近
い
値
打
ち
が
あ
っ
た

の
で
は
？
』

の
で
は
？
』
と
あ
っ
た
。
》

　

器
械

(

設
備
、
道
具

)

の
問
い
に
つ

い
て
も
回
答(

別
紙
同
封)

が
あ
っ
た
。

○
御
新
調
下
さ
れ
候
器
械
之
義
は
、
エ

ダ
桶

(

枝
桶

)

御
都
合
拾
三
、
四
本
、

尤
荒
木
之
寸
法
は
四
尺

幷
に
フ
タ
は
枡
に
応
じ
御
調
下
さ
る
べ

く
候
。

○
親
桶
は
在
来
之
分
に
て
宜
敷
と
相
考

候
。

○
掛
ケ
船
は
拾
弐
石
掛
ケ
位
、
尤
ツ
ギ

輪
と
も
の
亊
に
候
。
横
幅
内
ノ
リ
弐
尺

三
寸
、
長
さ
大
阪
袋
（
モ
ロ
ミ
）
入
レ

八
枚
、
な
ら
び
に
成
さ
れ
た
き
所
は
、

大
工
職
の
者
承
引
致
し
居
り
候
。

天寿の歴史
補 遺 -25

補
遺―

25　

　

丹
波
杜
氏
鷲
尾
久
八
ー
四　

六
代
目　

大
井
永
吉

　

八
月
の
返
信
に
対
し
、
再
度
交
渉
さ

れ
た
と
み
え
て
、
九
月
に
成
約
の
回
答

で
あ
る
。

　

『
貴
墨
拝
見
仕
り
候
。
時
下
秋
冷
相
厳

『
貴
墨
拝
見
仕
り
候
。
時
下
秋
冷
相
厳

し
候
所
、
御
満
堂
様
御
健
勝
上
賀
奉
り

し
候
所
、
御
満
堂
様
御
健
勝
上
賀
奉
り

候
。
陳
者
貴
殿
御
懇
切
に
お
申
し
越
し

候
。
陳
者
貴
殿
御
懇
切
に
お
申
し
越
し

下
さ
れ
、
有
難
く
、
実
は
九
州
地
方
よ

下
さ
れ
、
有
難
く
、
実
は
九
州
地
方
よ

り
雇
い
入
れ
の
義
、
申
し
込
ま
れ
候
得

り
雇
い
入
れ
の
義
、
申
し
込
ま
れ
候
得

共
、
相
成
る
べ
く
御
地
方
の
方
へ
罷
り

共
、
相
成
る
べ
く
御
地
方
の
方
へ
罷
り

越
し
度
候
義
に
付
、
尤
も
殊
に
御
懇
意

越
し
度
候
義
に
付
、
尤
も
殊
に
御
懇
意

を
も
蒙
り
居
り
候
を
以
て
、
貴
殿
御
申

を
も
蒙
り
居
り
候
を
以
て
、
貴
殿
御
申

越
し
成
ら
れ
候
通
り
、
三
ヶ
月
を
百
五

越
し
成
ら
れ
候
通
り
、
三
ヶ
月
を
百
五

拾
円
に
て
、
路
費
等
小
生
引
き
受
け
に

拾
円
に
て
、
路
費
等
小
生
引
き
受
け
に

て
御
雇
入
下
さ
れ
候
事
を
承
諾
仕
り
候

て
御
雇
入
下
さ
れ
候
事
を
承
諾
仕
り
候

間
、
御
雇
入
下
さ
れ
度
、
出
発
は
本
年

間
、
御
雇
入
下
さ
れ
度
、
出
発
は
本
年

十
一
月
下
旬
と
相
見
込
み
居
候
。
依
っ

十
一
月
下
旬
と
相
見
込
み
居
候
。
依
っ

て
左
之
通
、
申
上
候
。

て
左
之
通
、
申
上
候
。

　

右
給
料
之
内
。
六
拾
円
丈
、
前
金
と

　

右
給
料
之
内
。
六
拾
円
丈
、
前
金
と

し
て
十
一
月
上
旬
迄
に
丹
波
国
篠
山
郵

し
て
十
一
月
上
旬
迄
に
丹
波
国
篠
山
郵

便
局
へ
為
替
に
て
御
振
込
成
ら
れ
度
、

便
局
へ
為
替
に
て
御
振
込
成
ら
れ
度
、

御
依
頼
申
上
候
。

御
依
頼
申
上
候
。

右
之
通
り
に
付
、
須
貝
様
へ
も
宜
敷
御

右
之
通
り
に
付
、
須
貝
様
へ
も
宜
敷
御

申
伝
へ
下
さ
れ
度
、
何
れ
参
舘
之
節
は
、

申
伝
へ
下
さ
れ
度
、
何
れ
参
舘
之
節
は
、

尓
直
宜
敷
御
依
頼
申
上
候
。

尓
直
宜
敷
御
依
頼
申
上
候
。

明
治
三
拾
年
九
月
十
二
日

明
治
三
拾
年
九
月
十
二
日

　

摂
津
国
有
馬
郡
小
野
村
ノ
内
丹
後
村

　

摂
津
国
有
馬
郡
小
野
村
ノ
内
丹
後
村

鷲
尾
久
八

鷲
尾
久
八

　

大
井
様
』

　

大
井
様
』

○
袋
数
は
凡
四
百
枚
入
用
に
付
、
尤
二

タ
か
わ
り
と
相
成
候
。

　

猶
な
お
、
真
に
申
上
兼
ね
候
得
共
、

醸
造
好
結
果
を
得
た
る
節
は
、
氏
神
へ

供
に
も
神
酒
を
御
交
付
成
さ
れ
候
亊
を

御
承
諾
下
さ
る
可
様
、
兼
而
願
い
上
げ

奉
り
候
。

常設試飲場

  ご意見、ご感想をおきかせください。
日本酒についてもっと知りたい方、天寿についての情報を
知りたい方、ご連絡をお待ちしております。
●Ｅメールアドレス・・・info@tenju.co.jp
●ＨＰアドレス・・・・・http://www.tenju.co.jp
●フリーダイヤル・・・・0120-50-3165
●ＦＡＸ ・・・・・・・・0184-55-3167

★蔵見学希望の方は、準備等の都合がございますので事前に    

　ご連絡下さい。

★蔵元通信（２カ月に１度奇数月に発行予定）希望の方はご

　連絡下さい。　※無料

★メールマガジン（天寿情報）希望の方は、Ｅメールでご連

　絡下さい。

お酒の
ＮＥＷＳ

昔のカタログ

　３月８日～ 24 日まで開催される｢由利本荘ひな街
道」イベントに今年も参加いたします。
　江戸時代の矢島・本荘・岩城の藩主や旧家のお雛
様など、沢山のお雛様が展示されます。
　天寿酒造では、築１８０余年の本宅に飾られた明
治初期の古今雛を展示いたします。又、電話の予約
で酒蔵見学もできますので、是非事前にお申込みく
ださい。

　

今
年
も
由
利
本
荘
ひ
な
街
道

を
記
念
し
て
、
特
別
限
定
酒
を

販
売
い
た
し
ま
す
。

見
学
の
お
土
産
に
是
非
ど
う

ぞ
！

↑
大
井
家
の
古
今
雛
で
す

↑
大
井
家
の
古
今
雛
で
す
。

☆
ひ
な
街
道
純
米
吟
醸
酒

☆
ひ
な
街
道
純
米
吟
醸
酒

☆
ひ
な
街
道
本
醸
造
酒

☆
ひ
な
街
道
本
醸
造
酒

常
設
試
飲
場
玄
関
の
酒

林
で
す
。

今
年
も
新
酒
が
で
き
、

新
し
い
も
の
に
取
り
替

え
ま
し
た
。
酒
林
の
色

が
だ
ん
だ
ん
と
茶
色
に

な
っ
て
く
る
と
お
酒
の

熟
成
度
も
増
し
て
き
ま

す
。

◆
秋
田
酒
造
組
合
イ
ベ
ン
ト
◆

｢

秋
田
の
酒
き
き
酒
会
」

(

流
通
・
飲
食
店
・
マ
ス
コ
ミ
対
象
）

｢

秋
田
の
酒
を
楽
し
む
会
」

(

一
般
消
費
者
対
象
）

◆
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
和
食
清
水
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